
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年７月２０日 １０時００分頃 

発生場所 宮崎県日向市飛島
とびしま

東方沖 

 細島灯台から真方位０８０°１,２００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°２５.５′ 東経１３１°４１.９′） 

事故の概要  小型兼用船勇将
ゆうしょう

丸は、航行中、漂泊中の小型兼用船豊栄
ほうえい

丸に衝突

した。 

事故調査の経過 令和７年１１月５日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 小型兼用船 勇将丸、１４トン 

   ＭＺ２－１００２３（漁船登録番号）、公益社団法人宮崎県漁

村活性化推進機構 

   第２９４－１７９６０号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ 小型兼用船 豊栄丸、１３トン 

   ＭＺ２－１０４０５（漁船登録番号）、株式会社豊栄丸 

   第２９４－２４７６７号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 船首部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷中央部外板の破口及び同部ハンドレールの曲損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、同乗者１３人を乗せ、みなと祭

りの海上渡御（船による巡行や水掛等の行事）の目的で、日向市細島

港を出港した後、約５ノットの対地速力で飛島の東方沖を北進してい

た。 

 船長Ａは、操舵室中央付近に立ち、舵、クラッチ及びスロットルを

それぞれ、個別のダイヤルを回して操作するリモコン（以下「エンジ

ンリモコン」という。）を持って手動操舵で操船していた。 

 船長Ａは、右舷船首方に漂泊しているＢ船を認め、接近して放水に

よって水掛をしようと、Ａ船を右旋回させてＡ船の船首をＢ船に向け

た。 

 船長Ａは、Ｂ船との距離が約５０ｍになった時、クラッチを中立と

した。 

 その後、船長Ａは、Ａ船を放水が届く距離で停止させようと、船尾



方を振り返って他船がいないかどうかを確認しながら、クラッチを後

進に操作したつもりであった。 

 船長Ａは、Ａ船が減速しないのでスロットルを操作して機関回転数

を少し上げたところ、Ａ船の前進速力が上がったのでクラッチが前進

に入っていることに気付き、改めてクラッチを後進に操作したが、Ａ

船の船首部がＢ船の右舷中央部に衝突した。 

 Ａ船のエンジンリモコンのクラッチ操作は、ダイヤルを左右に回し

て前進、後進を切り替えるものであった。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、同乗者１４人を乗せ、みなと祭

りの海上渡御の目的で、細島港から飛島の東方沖まで航行した後、船

首を南に向けて、クラッチを中立として漂泊していた。 

 船長Ｂは、操舵室外側の右舷側通路に立って周囲を見ていたとこ

ろ、Ａ船が右舷方から接近してくるのを認めたが、祭りの水掛のため

に接近しているので、Ｂ船の近くで停船すると思い漂泊を続けた。 

 船長Ｂは、Ａ船が減速しないまま接近を続けたので、Ａ船に向かっ

て大声で叫んだが、Ｂ船にＡ船が衝突した。 

 衝突後、船長Ａと船長Ｂは、Ａ船及びＢ船に負傷者がなく、両船の

損傷が軽微であり航行に支障がないことを確認した。両船は細島港に

自力で航行して帰港し、その後、両船が所属する漁業協同組合は海上

保安庁に本事故発生の通報を行った。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

分析 (1) 船長Ａは、Ａ船が東進中、クラッチを中立から後進に操作する

際に船尾方を振り返って他船の有無を確認しながら操作していた

ことから、エンジンリモコンのダイヤルを左右逆に回し、前進に

操作したことに気付かなかったものと考えられる。このため、漂

泊中のＢ船を避ける動作が遅れ、Ａ船はＢ船に衝突したものと考

えられる。 
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(2) 船長Ｂは、Ｂ船が漂泊中、Ｂ船に向かって接近するＡ船を認め

た際、Ａ船が祭りの水掛のために接近していてＢ船の近くで停止

するものと思っていたことから、Ｂ船を移動させる時機を逸した

ものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が東進中、船長Ａが、前方で漂泊しているＢ船の近

くでＡ船を停止させようとしたものの、クラッチを間違って前進に操

作したため、Ａ船を停止させることができず、Ａ船が漂泊中のＢ船に

衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、他船に接近する際、早期に速力を落とし、余裕を持って

機関の操作を行うこと。 

 


